
　
八
月
三
〇
日
、
笠
間
公
民
館
で
「
儲
か

る
農
業
」
と
「
新
規
参
入
」
を
テ
ー
マ
に

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
笠
間
農
業
改
良
普
及
事

業
推
進
協
議
会
、
笠
間
農
業
士
協
会
、
笠

間
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
が
主
催

し
て
、
新
し
い
農
業
の
事
例
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
は
じ
め
に
「
儲
か
る
農
業
～
加
工
・
業

務
用
キ
ャ
ベ
ツ
」
と
題
し
て
Ｊ
Ａ
水
戸
茨

城
町
キ
ャ
ベ
ツ
部
会
長
の
平
澤
協
一
氏
に

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
カ
ッ
ト

野
菜
は
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
の
需
要

が
高
く
、
収
量
を
上
げ
る
こ
と
で
十
分
に

採
算
が
合
う
。
重
要
な
の
は
取
引
先
か
ら

の
信
用
を
得
る
こ
と
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
続
い
て
「
あ
る
新
規
就
農
者
の
軌
跡
」

と
題
し
て
、
城
里
町
の
高
萩
和
彦
氏
か
ら

事
例
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
栽

培
は
教
科
書
ど
お
り
に
は
い
か
な
い
、
悩

み
を
話
せ
る
仲
間
の
大
切
さ
な
ど
、
新
規

参
入
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
人
と
の
つ
な

が
り
が
重
要
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
当
日
は
笠
間
市
と
城
里
町
の
農
業
者
、

関
係
機
関
等
七
一
名
が
参
加
し
、
活
気
あ

る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

笠
間
地
域
農
業
経
営

　
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
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農地中間管理事業を活用し、農地の集積・集約を図りましょう



　
笠
間
市
で
は
、
後
継
者
や
新
規

参
入
者
の
就
農
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
特
に
新
規
参
入
者
は
、
農
地
中

間
管
理
事
業
や
空
き
家
バ
ン
ク
の

活
用
で
環
境
を
整
え
、
地
域
の
農

業
者
か
ら
助
言
を
も
ら
い
な
が
ら
、

営
農
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
後
継
者
の
い
な
い
農
家

や
廃
園
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
樹

園
の
経
営
を
引
き
継
ぐ
第
三
者
継

承
者
と
し
て
、
研
修
し
て
い
る
方

も
い
ま
す
。

　
経
験
豊
か
な
先
輩
農
家
の
協
力

は
、
何
よ
り
も
心
強
い
支
援
と
な

り
ま
す
。

新
規
就
農
者
へ
の
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
記

：

笠
間
市
農
政
課
）

　
農
産
加
工
販
売
を
目
指
す
農
業

者
を
対
象
と
し
て
、
七
月
二
四
日

に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
講
座
を
行
い
ま
し

た
。
講
師
は
ラ
ッ
ピ
ン
グ
協
会
指
導

講
師
の
資
格
を
持
つ
石
川
初
枝
先
生
。

ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
基
本
と
な
る
合
わ
せ

包
み
と
斜
め
包
み
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
実
習
を
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

応
用
編
と
し
て
、
ビ
ン
の
包
み
方
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
ど
う
包
装
す
れ

ば
見
栄
え
が
す
る
の
か
わ
か
っ
た
」

「
贈
答
用
の
箱
詰
め
の
際
参
考
に
し

た
い
」「
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
の
贈
答
用

に
利
用
し
た
い
」
等
の
感
想
が
聞
か

れ
、
講
座
は
好
評
の
う
ち
に
散
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
茨
城
県
で
は
、
県
内
の
イ
チ
ゴ
農

家
が
競
う
「
茨
城
い
ち
ご
グ
ラ
ン
プ

リ
」
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
審

査
で
は
、
立
毛
、
品
質
、
食
味
を
総

合
的
に
評
価
し
、
そ
の
高
い
順
か
ら

「
大
賞
」「
金
賞
」「
銀
賞
」
が
与
え

ら
れ
ま
す
。

　
今
回
、
笠
間
管
内
の
谷
中
正
一
さ

ん
が
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
谷
中
さ
ん
は
、
奥
さ
ん
、
息
子
さ

ん
と
共
に
、
一
五
年
以
上
イ
チ
ゴ
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
水
管
理
、
温
度

管
理
等
、
毎
年
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

技
術
を
高
め
た
成
果
が
実
り
ま
し
た
。

　
ハ
ト
ム
ギ
は
野
生
植
物
「
ジ
ュ
ズ

ダ
マ
」
の
変
種
で
、
日
本
で
は
古
く

か
ら
漢
方
薬
に
用
い
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
今
日
で
は
栄
養
価
が
高
い
こ
と

か
ら
お
茶
、
菓
子
等
多
く
の
食
品
が

開
発
さ
れ
、
健
康
食
品
と
し
て
愛
用

さ
れ
る
と
と
も
に
、エ
キ
ス
は
保
湿
・

美
白
作
用
が
あ
り
化
粧
品
と
し
て
も

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
ハ
ト
ム
ギ
の
多
く
は
輸
入

に
頼
っ
て
い
ま
す
が
、
健
康
志
向
の

高
ま
り
か
ら
、
良
質
で
安
全
な
国
産

品
の
需
要
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
管
内
で
は
、
平
成
二
八
年
に
Ｊ
Ａ

水
戸
北
部
セ
ン
タ
ー
城
里
地
区
ハ
ト

麦
研
究
会
が
設
立
さ
れ
、
平
成
三
〇

年
に
は
栽
培
者
一
一
名
、
栽
培
面
積

約
四
一
㏊
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

畑
作
振
興
作
物
の
一
つ
と
し
て
、
生

産
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
規
就
農
者
が増え

て
い
ま
す
！

ハ
ト
ム
ギ
生
産
の
取
組
み

第
六
回
茨
城
い
ち
ご

グ
ラ
ン
プ
リ
大
賞
受
賞

新
規
就
農
者
が増え

て
い
ま
す
！

農
産
加
工
講
座
「
商
品
ラ
ッ
ピ

ン
グ
の
基
礎
と
応
用
」
を
開
催

ハトムギの実

４月に新規就農しました

間
市
の
動

笠

き
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県内で農機具盗難が多発。機械は倉庫へ、鍵は別にして保管しましょう



　
将
来
、
町
内
で
就
農
を
目
指
す

三
五
歳
か
ら
四
○
歳
の
男
女
四
名

を
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

採
用
し
ま
し
た
。
二
名
は
経
営
品

目
を
決
め
る
た
め
、
複
数
の
町
内

農
家
の
元
で
農
業
研
修
を
行
っ
た

後
、
現
在
は
特
定
の
農
業
者
の
元

で
研
修
し
て
い
ま
す
。
残
り
の
二

名
は
第
三
者
継
承
を
考
え
る
町
内

の
農
家
（
畜
産
・
果
樹
）
の
元
で

農
業
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
総
勢
八
名
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
が
就
農
に
向
け
て
研
修

を
積
ん
で
い
ま
す
。
城
里
町
で
は
、

町
内
農
家
・
関
係
機
関
と
協
力
し

継
続
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。（
記

：

城
里
町
農
業
政
策
課
）

　
土
壌
く
ん
蒸
剤
は
、
拡
散
性
が
高

く
、
眼
や
皮
膚
へ
の
刺
激
性
が
強
い

た
め
、
次
の
点
に
注
意
し
て
使
い
ま

し
ょ
う
。

○
周
辺
へ
の
安
全
確
保

　
使
用
後
は
速
や
か
に
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
等
で
被
覆
し
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
地
や
学
校
に
隣
接
し
た
ほ
場

で
は
使
用
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

○
使
用
者
の
安
全
確
保

　
防
護
マ
ス
ク
・
ゴ
ー
グ
ル
等
の
保

護
具
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
ハ
ウ
ス

で
は
開
け
放
し
て
か
ら
処
理
し
、
作

業
後
は
直
ち
に
密
閉
し
ま
し
ょ
う
。

　
空
容
器
は
、
残
液
・
残
臭
が
な
く

な
っ
て
か
ら
、
産
業
廃
棄
物
と
し
て

適
正
に
廃
棄
し
ま
し
ょ
う
。

　
ク
ス
サ
ン
は
、
ク
リ
の
葉
を
食
害

す
る
ガ
で
、
幼
虫
は
成
長
す
る
と

一
〇
㎝
ほ
ど
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

　
大
き
く
な
る
ほ
ど
食
害
程
度
も
大

き
く
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
一

樹
の
葉
が
ほ
と
ん
ど
食
べ
尽
く
さ
れ
、

丸
坊
主
に
な
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

　
ク
ス
サ
ン
防
除
に
使
え
る
登
録
農

薬
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
ポ

イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
耕
種
的
防
除
を
、

年
間
を
通
し
て
徹
底
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
対
策
は
冬
季
か
ら
行
い
ま

す
。

○
卵
塊
の
処
分
（
冬
季
）

　
卵
塊
（
主
幹
・
主
枝
か
ら
の
枝
の

分
岐
部
下
側
や
す
べ
す
べ
し
た
南
側

の
樹
皮
に
多
い
）
を
削
り
取
っ
て
処

分
し
ま
し
ょ
う
（
落
と
す
だ
け
で
な

く
、
潰
す
）。

　
ま
た
、
卵
塊
を
見
つ
け
や
す
く
す

る
た
め
、
見
通
し
・
風
通
し
の
良
い

園
づ
く
り
を
し
ま
す
。
適
正
な
せ
ん

定
を
徹
底
し
、
放
任
園
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。

○
若
齢
幼
虫
の
処
分

　（
四
月
下
旬
～
五
月
上
旬
）

　
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
幼
虫
は
黒
く

集
団
で
行
動
し
て
い
ま
す
。
分
散
す

る
前
の
こ
の
時
期
に
、
必
ず
園
を
見

回
り
、
見
つ
け
た
ら
枝
ご
と
切
除
し

て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

新
規
就
農
を
目
指
す

　
城
里
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

新
規
就
農
を
目
指
す

　
城
里
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

土
壌
く
ん
蒸
剤
を
使
う
と
き
は

※写真は、『ひと目でわかる果樹の病害虫－第二巻（改訂版）－』（日本植物防疫協会）より引用

▲老齢幼虫（５月下旬～）

卵塊弱齢幼虫

▲

ク
リ
に
お
け
る
ク
ス
サ
ン
の

　
　
耕
種
的
防
除
に
つ
い
て

城
里
町
の
動
き
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ストップ農作業事故！安全確認を忘れずに行いましょう



●
相
談
窓
口
●

　
七
月
一
一
日
、
平
成
三
〇
年
度
茨

城
県
農
業
三
士
の
認
定
・
退
任
式
が

茨
城
県
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
管
内
か
ら
は
青
年
農
業
士
と

し
て
鈴
木
茂
幸
氏
（
笠
間
市
）
と
込

山
槙
一
氏
（
笠
間
市
）
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
二
九
年
度
を
も
っ
て
、

農
業
経
営
士
の
佐
藤
清
章
氏
（
笠

間
市
）、
女
性
農
業
士
の
鈴
木
真
澄

氏
（
笠
間
市
）
と
込
山
朋
子
氏
（
笠

間
市
）、
青
年
農
業
士
の
鶴
田
輝
夫

氏
（
笠
間
市
）
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

長
い
間
の
御
活
躍
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
高
校
等

の
卒
業
者
（
若
し
く
は
見
込
者
）
を

対
象
に
農
業
部
（
農
学
科 

四
○
名
・

畜
産
学
科 

一
○
名
）、
園
芸
部
（
園

芸
学
科 

三
○
名
）
の
学
生
を
募
集

し
ま
す
。
一
年
生
は
全
寮
制
で
、
二

年
生
は
希
望
入
寮
制
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
大
学
校
卒
業
者
、
短

期
大
学
等
の
卒
業
者
（
若
し
く
は
見

込
者
）
を
対
象
と
し
て
、研
究
科
（
作

物
・
園
芸
・
畜
産
の
専
攻
コ
ー
ス
）

一
○
名
を
募
集
し
ま
す
。

　
本
校
は
、
農
業
の
担
い
手
の
養
成

並
び
に
指
導
的
役
割
を
果
た
す
農
業

者
等
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

農
業
の
実
践
力
を
養
う
と
と
も
に
、

大
学
へ
の
編
入
資
格
も
得
ら
れ
ま
す
。

　
経
費
は
、
年
額
約
十
二
万
円
の
授

業
料
の
ほ
か
入
学
料
、
教
材
費
等
が

必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

茨
城
県
立
農
業
大
学
校

電
話

　（
〇
二
九
－
二
九
二
－
〇
〇
一
〇
）

▼
農
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
大
学
校
／

茨
城
県
　
　
　
　
検
索

●
笠
間
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

℡
〇
二
九
六
－
七
二
－
〇
七
〇
一

●
笠
間
市
農
政
課

　

℡
〇
二
九
六
－
七
七
－
一
一
〇
一

●
笠
間
市
農
業
委
員
会

　

℡
〇
二
九
九
－
三
七
－
六
六
一
一

●(

一
財)

笠
間
市
農
業
公
社

　

℡
〇
二
九
六
－
七
三
－
六
四
三
九

●
城
里
町
農
業
政
策
課

　
℡
〇
二
九
－
二
八
八
－
三
一
一
一

●
城
里
町
農
業
委
員
会

　

℡
〇
二
九
－
二
八
八
－
三
一
一
一

●
Ｊ
Ａ
常
陸
笠
間
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　

℡
〇
二
九
六
－
七
四
－
四
七
〇
〇

●
Ｊ
Ａ
水
戸
常
北
セ
ン
タ
ー

　

℡
〇
二
九
－
二
八
八
－
二
三
二
八

●
Ｊ
Ａ
水
戸
か
つ
ら
セ
ン
タ
ー

　

℡
〇
二
九
－
二
八
九
－
二
七
一
二

　
皆
様
の
周
り
に
、
新
し
く
農
業
を

始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
は
い
ま

せ
ん
か
。
普
及
セ
ン
タ
ー
・
笠
間
市
・

城
里
町
・
各
農
協
で
は
、
農
業
を
始

め
た
い
方
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。

　「
就
農
相
談
窓
口
（
左
表
）」
で
は
、

就
農
・
研
修
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

や
、
各
種
支
援
事
業
（
制
度
資
金
や

人
材
投
資
資
金
（
準
備
型
・
経
営
開

始
型
）
等
）
に
関
す
る
情
報
提
供
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
お
近

く
の
相
談
窓
口
へ
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ

い
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
の
農
業

を
支
え
る
担
い
手
を
求
め
て
い
ま
す
。

新
規
就
農
を
希
望
す
る
方
へ

試験区分 願書受付期間 試験日 選抜方法

推 薦 入 試
（各学科） 平成30年10月1日（月）～10月19日（金） 平成30年10月31日（水）

小論文
口述試験

（個別面接）
調査書等

一般入試
（各学科）

前 期 平成30年11月12日（月）～12月7日（金） 平成30年12月13日（木） 筆記試験
口述試験

（個別面接）
調査書等後 期 平成30年  2月  4日（月）～2月22日（金） 平成31年  ３月  5日（火）

研 究 科
一 般 入 試 平成30年11月12日（月）～12月7日（金） 平成30年12月13日（木）

筆記試験
口述試験

（個別面接）
調査書等

新青年農業士新青年農業士
込山　槙一　氏鈴木　茂幸　氏

露地野菜（バレイショ等）畜産（養豚）
経営類型経営類型

新
任・退
任
農
業
三
士
の
ご
紹
介

平
成
三
一
年
度

茨
城
県
立
農
業
大
学
校

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　＋普通作（水稲）

〔4〕

家族経営協定を締結し、よりよい農業経営を目指しましょう


